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I. On the external Morphology of the Fruits

　　　　　　　　　　　　（1958イ1∴9月201，，レ受ま理艮）

　　　　　　　　　　　　　　”一一　　　　　　　　　　　　　　欧米種に酷1以の性状のものから，北支原魔とも云われ、る

　　　　　　　　　緒　冨　　　　徹の・好・ル・・但試た鰍のものま鰯ようで，

猫わが圏で繍されてし・るクルミは搬にヵシク・レ　その獺醸に砿く雑多であり，瑚畿師1・衡膨

ミ，　テウチクルミ，　シナノクルミなどの喬葉で1呼ばれ　　 質にも計1猷的形質にも著しい差興がみられる。

ているが・何れにしてもそσ’淋鰍ペルシ・クルミ　1町1購この複徽シナノク・・ミ磯らかの鯉闘按理

伽㈱伽L）である・llヒ村（・95・）はテt）・S－　lfルミ1・　して・それらを緬として系繍ヒてる・とを隙として

J・「e‘lia　L・va「・ri・ntis（D。d・）κ・’t・muraと学徽つ　融数印にわたり榊ゆ鰍につとL・．，・ごきた。

けてその種的性格をはつきりさせ，シナノクルミについ　　　　現在までクルミの品磁的特幟を記ill賭したものはほとん

ては，アメリカから輸入されたペルシヤクルミの奥｛kで　　　どなく，E，　R，　LAKE（1913）がアメリカに栽培される

あるが1体蘇のテウチクルミ舶然交肌ている・と　ペルシ・クルミlcついて，踊醐　説をしてい鰍か識

と思われる，としている・　　　　　　　蝋・起（1918）が米，仏の・腰鞭を紹介しているに過
　筆者の1人町田は1950年に・わが国のクルミ主麗地　　　ぎない。シナノグルミについては，その優良系統として

（長野県の浅間山麓地方）｝・ホ・け磁培クルミの研究｝・　フラソケ・孫儒灘1桃1号，2号，3号，4・窪｝が繍

瀞して，まずそ鴫樹・勺瀕の極めて糠航と蜘　さ蜥，樋とさオ・ているが，これを踊と決める｝。はな

つた。そしてその栽植起源とその後の増殖経過を調べた　　　お郷凋し吟味すべき点があると思、う。

ところ・アメリカから苗木で導入され焔種（Franqu・・　eexagはこのシナ〃・レミを晶種あるいは系縮．頒I

tte，　Eureka，　San　J。se　Mayett（Wiltの，　Paricienne，　　するための第1段階として，先ず果爽の形態的特性数日

Placentia，　Gourland），そのものの樹が僅少あ1）　，米人　　　る基本的調査を行つた。本報告は果実の形態的謝形質の

のもたらした欝（晶種不詳）の興醐も少しくあるが，　中の1部の調査成績で，こt’Lによつてシナノクル課実

大部分はそれらと在糊と云われるテウチクルミ（或は　の形態膿異の大要敏llることができた。

わが国腱のオニク・レミ，・〃ルミとの燃難砂　 本研究｝・はHl，」，　＄p26年膿欄瑚j子就飾鵬，27年

しはあろう）との自然交雑したものの実生樹であること　　　度交部省科学研究助成補助金，および本年度畏野りll胡桃

がわかつた・それがいわゆるシナノクルミである拷え　振興欝の御援助を受けた。また贈剛毫進栽鞍納

てきた。勿論実生繁殖が繰返されるたびに種子選抜が行　　　要入氏ほか調査材料を提｛li…下さつた栽培者各位のf誰艀：意

われた結果生じたもので・在来種よりは優れたものを指　　　もあり，ここに併記して感謝の意を表する。

しているのである。従つてシナノクルミはすでに贔種　　　なお東大名誉教授浅見与ヒ博士，東大農掌部杉山醇1王儀

（Variety）として取扱われるFranquette・Eureka等　　　教授及び粗［1正利助教1受に御指；lal，）：御激lll睡賜わつたこと

＿＿　　　　　　　一一、＿＿一　　　　　　　　　　　　　　　に対して深謝する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿11うに分けられ，個休にょって1果皮面にほとんど単

　　　　　　　　　　材料及び方法　　　　　　　　　　粒のみ分布するもの，ほとんど1三1徽のもの，両者の混禽

　　使用した果実は提野県の東信地方（k田市，小県郡，　　　するも0）の3型がある。訓査個体43をこの型によつて分

　南佐久郡，北佐久郡）一帯にわたつて栽植されている　　　けて策1表を得た。これによると火体において欧米種系

　30pOOO余樹の中の，300余樹（個体）から，1951～1957年

　にわたつて蒐集したものであり，このr十1100余樹は当学　　　　　　　　　　第1籔　果点の形状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　音附剛賜栽培のものL’c”ある・そオ「1・らの樹令は20～50年　　　　　戦槻剛鯉灘ll型t・；r’i・

　生のもので大部分は20【）30年生樹で詑｝つた。蒐集地城は　　　　　　　　　　　一”“’”H　　’’’’”

編、。。一，。。mでその撒条｛　，は，ルミの鮪にいささ　　＿．1－一一一一19．当〕ρ一埜

　かも支陣はないが，付胴農場（大箆綜念農」易）は標高　　　　　　　％　　44・1　32・7　23・2　100

　950mのII」地でクルミの発育成熟に幾分不利であると考

　えられるので計鍛的形質についての表示は別掲した。　　　にll徽型が多く，望ll来種系に団拉型が多い傾向がみられ

　　本報告には，次の諸形質の調査を記した。　　　　　　　た。いずれの型においても果点は果の頂部に分布密度が

　　可視的形質………外果1豊の果点，敷果の形状，色ガも　　　高く，底部に疎であつた。

　　　　　　　　　　殻糟の彫刻・櫓：↑線，瘤　　　　（2〕殻果の形状この形♪1犬は1樹内ではき撚同一・Cあ

　　計量的形質………外果皮の鳳さ，殻果の大きさ（1果　　るが，それぞれの樹ごとに多種多様であって次の8形に

　　　　　　　　　　重），縫台縁のIIJ　　　　　　　　　　分けることとした（写輿1－8）。

　　なお1樹（工個体とも［i・Fぶ）からは20～30勲1ご採集し，　　　；e　a）頂部尖頭と果底の示している曲線については後IEI

　その平均値をその個体の代喪鰍とした。．’1〈　X点，果皮の　　　辞述する子定であるので欝略した。

　測定は生果のものであるから9月上伺の収穫曲：前に採取　　　　1　鈴　形（DepreSsed　Ball　Type）縦径より横径が畏

　　して行い，（LLの金形質は乾搬のものであるから収移i調製　　　　　　　　　いのが特微，在来穣の形である。（写輿1）

　後の果につき調査した。　　　　　　　　　　　　　　　　2　円　形（Ball　Type）横面，側面いつれよりみて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も丸く球状の形である（写真2）。
　　　　　　　　　観察結果及び考察　　　　　　　　　　3　円錘形（C。nic　Type）底部力筑く頂部が比鮫的急

　　　1　可視的形質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に細まつている形（写翼3）。

1　果実に現われる可視的形顕の中で，形状・色沢は一般　　 4卵形（Ovate　Type）随円形の底を太くした所

　の果実と同様な見地からみられるものであるが，果面の　　　　　　　　謂卵形である（写輿4）。

　彫刻，縫合線はクルミ独特のものであつて，標識名称，　　　　5　層張型（Angular　Oblong　Type）L部の両側が

　基準については特別に考察した。これらが総含してクル　　　　　　　　　肩のように角張つている形（写輿5）。

　　ミ果の外観を構成しているわけである。そしてそのいず　　　　6　紡纏形（Spindle　Type）胴部力雪丸く頂部と底部の

　れも遺伝的形質と考えられ，特に形状・果面彫刻は強　　　　　　　　　両方が尖つている形（写翼6）。

　　（Spicies）を区別する特徴といわれている箪要な形質で　　　　7　柄円形（Qval　Type）こばん形とも云う形，短構

　あつて，E．　R，　LAKE（1913）も米国における栽培品種の　　　　　　　　　円形をも含む（写翼7）。

　　目録に比較的詳しく記載している。　　　　　　　　　　　　8　長楕円形（Oblogn　Type）長い感じの楕円形，卵

　　（1）果皮の果点　筆者の1人町田は以前この外果皮表　　　　　　　　形を長くした形も含む（写輿8）。

要繕撚額驚撒蕉奮繍策驚　　　賑穀果嚇＿＿＿
ること融・つた味撒）．・れは果皮内の石細胞組織・　鈴形円畷錘卿層張響辮離itiA

も関連し・クルミ果¢・特墨割；匙ク…ミガ（仮称）に対　f11237351917359156・
する抵撚ヒの　・　体1｝蹉卿・1♪姻になつている拷えられ　％7．1　14．84．522．312．2’10．922，45．81。。

る。

　この果点は輪かくのぼやけた小点状の単粒（‘‘プ輿10）　　　　156樹に現われた果形を以一Lヴ）8型に区分したのが第

と，それが或程度集合してアメーバ状を量する団粒（写　　　2表であるGこの衣でみられるように楕円形，卵形が多
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い。在来種は鈴形に入るが，鈴形以外の形のものは概し　　　　　　　　　　第4衷　果面の彫刻

ていずれも欧米種系である。円形のものは果面の彫刻が　　　　　凹凸ll郵｛著　　縮繊顕著　　曹通　　平滑　　，1【・

単調で平滑のものが多い。叉これには大果のものと小果　　　　　　一…t’tt－　　　　　　　　一一一一一一・t－－nv』一’a－一

のものとある．畏　脅1膨とP］錘形のもの1ま｛鋤砂い。　ノ27　26　75　28156
この彫のもの職し磯舗の幸購醐く1　　僻いす　％！廷．一一一9i　eH　h，917二量1°°一一

の硲易闘れる・賄1エ1形には著しい螺があるカ）；，　ど燃膜しく撮や陳、の深く多い舵粗圃藤があ

蘇内に空間が多く果倣きさの割｝課働蝦がよく　る．大休鈴形，彫，膨の封匙に糊舳。、が多い。

ないことが多い・　　　　　　　　傭・の糊・・映を羅から酬縦る条溝軸る。
（3）蘇の鰍課の光沢は収手蓮して繊，乾燥す　ごオ・しを欄と勤（脚7）．経繍課脚繍勅ヨ、脈

る際の1反撚麟されるが・そ゜’肥縣統階の色で　の助・と儲細、K、　r）こオ麟1多姫別働形燦凌，．）

である・これ蝋密に　縢して，1・’Kの5色醐肌た・　て，1琳によつ賛く糊1楽軸のか噺めて深いilM　k

　（括弧内色名は和田三造，配色総鑑による。）

　1淡禍色（うすたいしやいろ，Light　Cinnamon　　　　　　　第5袈経線の漂さ

　　　　　　　R・f・u・）　　　　　　　　　膿）て深い　やや深い　編　不1購評1・

2灘縫（う脳きいろ，　Li・ht　Och「ace・u・　7”””””｛i＋　－r　pmY，　r蒋r

　　　　　　　Salm°n）　　　　　　　％　7．7　30．・7　36．5　26．21。0
　3　淡黄桃色（うすとのこいろ，Light　Pinkisl1　Cin・　　…’…………’一’一…一一｝……．’一－im”nv’一’r－N”t』．｝一’一一’T－tt－’1H………｝町

　　　　　　　namon）　　　　　　　　　　　　　　　　なつているもの蜜で稚度の懸がある。その顕者なものは

　4　淡黄色（うすこういう，Light　Orange　Ye一　　　少ない。形状円形のものに経線の不明瞭なものが多い。

　　　　　　　llow）　　　　　　　　　　欧米禰のFranquette，　Eurcka，　San　J・se　Mayetteは明

　5　灰黄色（あんとのこいろ，Dark　Pinkish　Cin・　　【瞭であると鶯われる。シナノクルミの大部分が秘度の差

　　　　　　　namon）　　　　　　　　　　　　　　　　　はあるが明1瞭であるのはこれらの血をひいたものが多い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のかも知れない。在来種には明瞭のものと不明瞭のもの
　　　　　　　　第織轍の色　　　　翻るが不囎のものが多、、。

　　淡褐　淡黄褐淡黄桃色淡黄　働賢　計　　　㈲縫a線とその側穴鋤如ま元来2枚の心皮の発達

　f　44　　　52　　　36　　21　　3　　156　　　接着したものであるが，その櫻着部を外部からみて縫合

％　28．2　　33．3　　23，1　　13．5　　1．9　　100　　　部或は縫合線と云い，これに沿つて果の赤道部あたりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目立つ小穴がある。これを似1穴ぐ写糞19）と云うことと

　第3表のように黄褐色系のものが普通であるが，この　　した。縫合線は或幅をもつて果面より隆起している。そ

色が淡くなるほど外観は美しく尊ばれる。そのような美　　　の高低は外観，接着度に関係していて，その商いもの

しい淡黄色のものが1割余みられた。淡黄色のものには　　　（写輿18）は外観を害し，接着を竪固にして割れ難いの

殼皮の薄いもの或は1果重の軽いものが多い。概して果　　　が普通である。

面平滑なものは淡色である。灰黄色のものは退色の感じ

を与えるものであつて，この色の個体は稀である。　　　　　　　　　　　第6衷縫合線の高低

　㈲　殻果の彫刻　殼皮の表面には一般に網状の細い条　　　　極めて高い　　やや高い　　普通　　低　　計

纐靴・これ離骸の跡である・その外｝・多くの果　f　U　　17　7652156
は凹凸のあるもの或はこまかV’脚ミあるものである・　％7．1　10．9　48．833．2100
その両者を混有するものも稀にはあるが，条紋以外に平　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

滑なもの或はわずかな起伏のあるものも相当ある。いず　　　　第6表にみるように外観を害するほど縫合線の著しく

れの個体も凹L「k，縮撤，平滑のいずれかの形に大別され　　　高いものは少なく，低いものが3割余あつた。果轍の彫

る。　（写真13，14，15，16）。　　　　　　　　　　　　　亥IJの平滑なものに縫台線の商いものは少ない。在来種は

　第4表でみるように，個体群の中凹凸或は縮雛の顕著　　　普通低いが，鈴形の果で極めて高く，果面の肌の極めて

なものおよび平滑なものが約50％あつた。平滑なものほ　　　粗造のものがある。これは1｛11来櫨と，縫臼線の高いと云

／
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われるFranquetteかあるいはChaseとが交維したも　　　瞭にある果は少ない。これを欠くものは多く，約50％近

のであろうと想像される。Placent｛a，　San　Jose　Mayette　　　くある。個体によつては片側だけにあつて他の側は不明

は低いと云われるが，調至量llllll体で低V・ものはそれらに類　li鰍ものが三騰（”糠20）。　Franquett・種はこれ力嚇

似した形状観していた・　　　　　　　　　　　第8表瘤の有無
　　　　　　　　第7表　側穴の漂さ　　　　　　　　　　　　　　明瞭　　　不明瞭　　　　ない　　　1｝i・

　　　極めて深いやや舷つ漁・糊【瞭計　　f　27　　54　　75　156
　f　　　　　　29　　　　　　　40　　　　　　　41　　　　　46　　　　156　　　　　　　　　％　　　　17・3　　　　　　34。6　　　　　　　　48・1　　　　　100

　％　　　　　18．8　　　　　25，6　　　　　26．1　　　29．5　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徴的であつて，外観上さほど見蕾しいものでもないが，

　側穴はいずれの形の果にもあるが，節7表にみるよう　　　極めて興味のある形質である。

に深い穴の果は少ない。なお浅い穴や不明瞭なのは円形　　　　以lr．のTiTtEl「1勺形質の中で著しい凹凸及び鐵，深い経線，

果に多い。アメリカの品種ではBijou，　Paricienneが測　　　高い縫合線，深い側穴及び瘤等の縛異形質が1果中に単

穴の国立つものとされていZo。　　　　　　　　　　　　　独に現われている1鰯木，2形質或は3形質が共に現われ

　（6）瘤　果底部の片側或1訟両側に縫合線をはさんで瘤　　　ている個体がある。このような個体の分布をみたのが第

状突起をもつものがあるが，蒋異形質であつて金然ない　　　9爽である。

ものと非常に目立つものがある。第8衷にみるように明　　　この衷でみると，1樹の持つ形償の数の多いもの程個体

第9薮各形質の分布状況
1個の形質を
有するもの characterPFKTLS　　計　　n　　　　　14　　　　14　　　　 9　　　　 7　　　　　2　　　　 0　　　　　　　　　　　　46

・tt　1
3　　　”

4　　　”

5　　　t’

c五証醸6r　　T戸　　　正コF　　　KT　　　ST　　　S”K　　　L『ft－一一FP　　SP

character　SKT　　LKF　　SKF　　LTF　　KTF　　KFP　LKP　KTP

　character　SKTP　KTFP　LKTFln　2　1　1　　　　　　　　　4
1　cha「licte「SLKTP　　　　　　　　　1

何れの形質も
持たないもの

77

備考　　　　　　　　　　　　　　供試個体数156
　　形　　質　　　　　　　記　　号
　縫合練が高い　　　　S（Suture）
　経S’SkカミtKレ、　　　　　　　L　（Longitudinal　line）

　果面の凹凸が著しい　T（Tubercle）

　果面の縮綴が著しい　F（Furrow）

　縫合部の測穴が深い　P（Pit）

　瘤K（Knobbed）
数は減少している。例えば1個の形質を単独に持つ樹数　　　　1　計量的形質

は46であるが，5個の形質を同時に有するものは156樹　　　　この形質の中には殻果の大きさ，冑果皮の厚さ，縫合

中のたった11剛本である（写真21）。　　　　　　　　　　　縁の厚さ，殼皮の厚さ等の有用形質が含まれる。但し殼

　そしてこれらの形質は実用的には外観一ヒ慨して好まし　　　皮の厚さについては後日破砕の難易に合せて報告する予

くないものであるので，『3つ以上の形質を同時に保有す　　　定である。

るものは外観が不良であると云える。陶これらの形質の　　　　（1）青果皮の厚さ　青果皮は成熟期になると裂開する

発現機構及び相互関係については今後研究を進めるつも　　　外果皮で，9月初旬には果皮は開かないが内部の果実は

りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ成熟している。そして枝上では相当大果にみえても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青果皮が厚い為収穫した殻果が案外小さいものがあり，
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第10表宵果皮の彫さ
階級値
x（mm）

4．5　　5．0　　5。5　　6．0　　6．5　　7．0　　7．5　　8．0　　8．5　　9．0　　9．5　　10。0 計　　x　　　tr

1　　／　　　1　　　　2　　　　6　　　　8　　　　10　　　　9　　　　8　　　　4　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　6，65　　　0，93

11グ　 133812ア66121507．301．08　　　備考　　1………一・一・舟貨栽培地　　　　　H………大’醗農場

個体によつてこの課1翅）厚さに茄が認められる諜10　る。1肌て4～5mmのもの力監、多V・。翻榊系に尉Ill

表でみるように薄いものは4・5mmから，犀いものは10　　の狭いものはないa　果形の紡鋲形，　長楕円形のものに

mmに逮し，6～8mmのものが普通である。これは果形　　　は狭くか・’　）離れ易v・ものが多い。　アメリカの品種では

が艮楕円系統のものに薄い傾向がみられた◎しかしこれ　　　Placentia，　Chase，　San　Jose　Mayette（wiltz）＾湾｛は接

をアメリカのPlacenti・4・7・nm・F・・nq・・tt・4，9mm，　綱5｝く，　E・rekaは1・凶1・11と漏，，れる。

Eureka　5．4mmに比べると著しく厚いものが多いと云え　　　（3）乾果（澱果）の大きさ　これ｝鱗曳培梨件や｛i㌃毎の

る。なお1果内では果頂部の果皮が薄く果底部が11瓢・。　　　1反爆：にょり多少の変異はあるが，火々固有の大きさせ府

　（2）齢縁の幅こ櫨縫儒llでの岬ゆ蜘芝の騰　 し轟研繕・捌」一、・．1’91　：ue，1な形質で～に、る認従来鮒遡抜の

面のII唱を云う（塚輿22，23，24，25，26）。1司一・殻果の底l！fS，　　　1要黙として瞭重され，実用的にも重要規された。ここ

胴部，頂部で多少異るが1固体閤に明liYEな差があり，幅の　　　でひ二L大きさの代りに1搬煎癒川いて第12表に示した。

広V’もの酬蝋が堅11　1一¢邑〆・て割〕難い・2～31nmの　　これに」こると，一継隻培地では12～15即）もa：）が纈

．ものは非常に離れ易く，巾には強い陽光で乾燥中1こ山然　　で栽培条〃1・の劣る：大窺農場（海披9（｝Om）では10～13gが蒋

に離れるものさえある。斯様なf固体は1通1めて燃少であ　　　通であつた。両者の間には朋らかな蕪があるが，この糖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は：立地条件に棊く発育及び成熟度の煎に因るもa）と考え

　　　　　　　　第1懐縫講の1隔　　　　られZ、．糊そ蘇統鯵くは・。9消1∫後である．嫌、懐

1

H

1・mm以下3mm・m一購1の広剛・この・・レ・嚇亜桝蝿んでい…
9・　36　署5　3ざ．…『『喜…　を示している調アメリカのF「・・q・・tt・（12・69），

3　　　34　　　60　　　12
Eureka（13．7g）に比べて概して大きい。

1………一一般栽培地　　∬………大蜜藩場

第12衷　一一　果　　露

階級値

x⑧
1　∫

H　！

階級値
護＿⑧

エ　ノ

H　ノ

レ・・7・・8・・8，59．・9．51・。・1・，511．・11．・1・．・・2．513。・13。5繭き

　　110243　4 7　6　131118162318
1467131527274238　3ア26271917　3
15・°15・516・°1・・517・・17・518・・18・519・・19・52…i計レレ

18　　　　20　　　　9　　　　9　　　　4　　　　6　　　　2　　　　3　　　　　1　　　　　0　　　　1　　　　200　　　13，96　　　2，16

42　　　　　　　　　31511，451。64
　　　　　　　備考　1………一般栽培地　　　　n………大室農場

　　　　　　　　摘要　　1外果皮にみられる果点の鯛犬によつて，単粒型，
　わが国のクルミ主魔地（長野県策僑地方）に栽培され　　　団粒型，幌在型の3つのTypeに分けられた。

るシナノクルミ側木群をい⇔・かのrff　i　1’tfi．　i．或は系統に雑i　2課の形状には円肱鋼形，剛も細彫，円錘

整理する目的で，先ずその果実の形態的形質を調査して　　　形，卵形，楕円形，長楕円形等がみられ卵形，楕円形が

次の結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も多かつた。円鍾形，長楕円形は僅少である。
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　　　3搬の鰍淡端色が∫浸も髄である・職色の　b・t、1，。th，、e，dli。g。、，i、nt，。f、h，　American

ものが稀にある。　　　　　　　　　　va，ieties，
　　　4　殼皮醐の縮舞皮，凹凸・経線，瘤，側穴及び縫合線　　　　This　study　was　uncler　taken　firstiy　on　the　exter．

等物異形質の1†1，者形質の顕1｛i亭に現われ．るものはそれ，ぞ　　　　nal　morphology　of　the　fl・uitS　to　classify　the

れ10～20％以下であり，現われないもの或は不明瞭な革）　　　population・Walnuts　from　abotit　300　trees　grown

のはそれぞれ20～30％であ・、・た。　　　　　　up　i・thi・di・t・i・t　were・sed　f・・th・m・t・・i・1・

　　　5課皮曜さは6～8mmのものが普通である。　du「i・g　1951～1957・F・・it・h…cters・・ch・・the

　　　6縫講（殼皮騰緬）のlpfi｝’　e・ま約2mmから6．5mm　p°me　lrntlcle剛thickness・f　the　h・・k・・h・p・

蜘・一・・mの・のが多い…聯・・噸・…1濃e贈濃瓢1器器IV瀦t器
て糊蜴い・　　　　　　　　　　　。f　the。ut　w。，e。bse，v，d。

　　　7　殻果の大きさを果．重でみた。一一般栽培地のものは　　　　The　re’sults　obtained　are　sumnlarized　as　follows：

普通12～169・1．1．i地のものは普通10～139であつた。変　　　　　1。　Husks　are　div　ided　intQ　three　types　concer．

異の1隔が著しく広かつたことはシナノクルミの雑種牲を　　　　ning　tQ　the　pome　lenticle；　single　dotted　type，

思オ．）唖士≧ξ，。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coml：ouncl．clotted　one，　and　mixed　one，　and　usually

　　8以．賂形質ρ瑠撫・、｝。いてアメリカの，腰撫と　6”“8mm　in　thi・k・・…

も蹴擦したが，・咽　雛韮宗課は轍の　・　蘇統　・・1別　2・Ab°ut　half°f　nut・　t・k・。val・・d・v・t・

上の有・・燃蹴・・　　　　畿llll，lhl、lelldc黙inε゜f　c°nica1・°b1°ng・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　The　colouration　of　shells　is　ochraceous

　　　　　　　　　　　　　　　　SC　　献　　　　　　・alm。・i・。・・thi・d。f　m・t，・i、1・，　light．。，、。g。

A．M．　Boyce；Hilgardia，8　（11）379・“388（1934）　　　　yellow　beibg　a　feW・darlζor劉nge　yellow　rare。

C．A．　REED，　J．　DAvtDs。N・Th，　iMpr。。ed。ut　　4・C°・ce「ning　sh・ll　su・face・・h・lf　m・terials

　　　　　　　　　　　　trees・f　N。・th　A血・・i・・，71～94（1954）　a「e　c°nsiderably　r・ugh，・n・thi・d　b・i・g．・t・。・gly

　　　　　　　　　　　　b。。i。．Ad。i，　C。．　　　．　　「。・gh（t・be「cles。漁rr・wS・re・een）・th・r・・t

・・ha・1・・t・・G・・・…Hilg・・d・・・・…（・935）　s聖瀦1；、。d、nal．1、nes．a，e　rec。g。、za、，，、。，h，　m。、。－

E・　R・　LAKE：B”1・u…D・p・1 PA…B…P1・…　ity。f　nu・・，。b，u・。。，・hi，d　b，i。g・。d・、，・。gi，h．

　　　　　　　　　　　　1”du・N・・254・26－58（1913）　　　。b1。，　b。t　th，！、。t，　which　hav。　th，　m。，t．em。，k．

H。SpENcE：．J。　Pomo．＆Hort．　Scieり4，1～23（1924）　　　able　ones　are　rarely　seen　among　materials．

草野計起：米仏の胡桃栽賠業，140（1927）再版，日本　　　　Pits　are　the　deepest　in　about　20％of　the　ma一

　　　　　　　　　殼果園叢社　　　　　　　　　　　．　　　　　terials，．half　beillg　medium　and　the　rest　indistin．

川口．’［E英・青井守．・佐宗久雄；．農及圓，9㈲，891～908　　　gishable・

　　　　　　　　　　（1934）　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　Basal　knobs　are　present　in　half，　the　rest

北棚郎・26年麟・1・齢試研轍，445・－457（・95・）　．lacking　thrm・

講：鷺　：ll’）1、三；2：、罫5），轟熱難器・齢醜｝1

和賑1辮：醗櫨B編（1935）膿社　　　6．Th・wid・h・f・h，　fl。。g，　i，　apP，。。im、t。ly

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4～5mm．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　　　　　　7．　The　weight　of　nuts　is　measured　as　IO～15g

　　・Shl。。n。・w。！nut　whi、h　h、、　been。。ltiv、t，d　i・m・st　Qf　m・t・・i・1・・

9’ar：tL・）・b・t　th…th…a・・um・that　i・m・y　b・　　（Th・Fa・m，　F・・ulty。f　T，xti1・・nd　S，，i，、1t。re，

apopulation　which　contains　not　Qnly　the　hybrids　　　　　　Shinshu　University，　Ueda，　Japan）
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写真説明
Plate　I

1鈴形（在来形）Depre＄sed　ball　type

2円形Ball　type．
3　円錘形　Conic　type・

4　　9回　ヲ1多　　Ovate　type，

5　肩張形　Angular　oblong　type，

6　　紡釦畦ヲ1多　Spindle　type．

7　摘円形　Oval　type．

8　長楕円形　Oblong　type．

9　アメリカのゴ腰品種（E．R．LAKE原図）
　c．　　Chase

　e．　　Eurelca

　f．　Franquette

　P，　Placentia

　s，San　Jose　Mayette

plate　H

10　外果皮の単粒状果点

11　外果皮の団粒状果点

12　クルミの断面

13　凹凸著しい殼皮

14　鐡の著しい穀皮

15　普逓の強隻皮

16　平滑な殻皮

17経線の著しい殻皮
18　縫禽練高く縫合縁側穴の深い殻果

19　縫奮部側穴の深い殼果

20瘤のある殻果
21縫禽線，側穴，経線，瘤，凹1［！1の著しい5つの形質を持つた殻果

22縫合縁の最も薄いもの（2mm以下）
23縫合縁のやや薄いも（3mm内外）
24　縫合縁の普通の厚さのもの（4mm内外）

25縫合縁のやや厚いもの（5mm内外）
26　縫合縁の最も厚いもの（6mm以上）

略　　　　　符

P．L………果点Pome　lenticle　　H……外果皮Husk

Sh………殻皮She11　　　　　　Se……隔壁Septum

Ke「一・・果肉Kernel　　　　　　S＿＿＿縫合線Suture

Ap……果頂部Apex　　　　　　　Ba………果底Base

Pe……果梗Peduncle　　　　　　　　　　St………IE柱痕Old　Stigma

t……凹凸Tubercle　　　　　　　F＿＿搬Furrow

L………経線Longitudinal　line　　K……瘤Knob

f……縫合縁Flange　　　　　　　P……側穴Pit
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